
















<リサーチ`クェスチョン>

1.開業助産婦の機能充実のためのモデルシステム開発について

2.病院等施設に働く助産婦の機能充実と地域への貢献策について

3.助産婦の生涯学習システムの開発について

4.新しい助産婦の役割モデルについて

〈研究目的〉

少子化時代の家庭や地域の育児機能とリプロダクション様式の変化に対応した地域母子保

健推進に貢献する助産婦の新しい役割と助産所の活用が求められている。本研究班は、助

産婦の専門性、地域社会のニーズ、助産婦・助産所の有効活用と助産婦の生涯教育に関す

る多角的な検討を通じて助産婦活用の方向性と課題を明らかにした。さらに今年度の研究

では、新しい助産婦の役割と助産所の活用ならびに助産婦の生涯教育のモデル開発の基礎

データ作成を目的とした。


